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『子ども』が輝き、『地域』が輝き、『よなご』が光を放つことをめざして

平成20年度当初予算の概要
３
月
市
議
会
定
例
会
で
、
平
成
20

年
度
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
本

市
に
お
い
て
も
市
税
や
地
方
交

付
税
な
ど
の
主
な
収
入
は
伸
び

悩
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
扶
助

費
（
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手

当
な
ど
）
や
公
債
費
（
過
去
の

借
入
金
の
返
済
金
）、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
に

対
す
る
市
の
繰
出
金
（
法
令
な

ど
で
繰
り
出
す
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
た
も
の
）
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
経
費
は
大
幅
に
伸
び
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
金
（
一

般
家
庭
で
い
う
と
こ
ろ
の
貯
金
）

は
枯
渇
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た

財
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用
し

て
、「
小
・
中
学
校
、
保
育
園
の

耐
震
診
断
事
業
」
や
「
地
域
福
祉

活
動
推
進
事
業
」
な
ど
を
予
算
に

盛
り
込
み
、
未
来
に
向
け
て
、「
よ

な
ご
」
の
力
が
伸
び
ゆ
く
こ
と
を

目
指
し
て
、
予
算
の
編
成
を
行
な

い
ま
し
た
。

（△はマイナス）
区 分 予 算 額 対前年度比

市 税 195億 5,736万円 0.5％
諸 収 入 48億　764万円 2.5％
使用料及び手数料 12億 8,788万円 0.2％
分担金及び負担金 ９億 7,480万円 △ 6.6％
財 産 収 入 ほ か ３億 3,526万円 0.5％
繰 入 金 2,740万円 22.0％
地 方 交 付 税 83億 1,401万円 4.3％
国 庫 支 出 金 46億 5,222万円 △ 4.0％
市 債 30億 7,006万円 △ 13.4％
県 支 出 金 29億 3,756万円 △ 3.2％
譲 与 税・ 交 付 金 29億 3,381万円 △ 2.0％
合 計 488億 9,800万円 △ 0.7％

（△はマイナス）
区 分 予 算 額 対前年度比

民 生 費 155億 3,815万円 1.8％
公 債 費 85億 2,400万円 5.2％
総 務 費 78億   124万円 18.0％
土 木 費 46億 1,248万円 △ 6.6％
商 工 費 42億 8,388万円 2.9％
衛 生 費 31億 7,702万円 △ 0.2％
教 育 費 31億 4,912万円 △ 33.8％
農 林 水 産 業 費 11億 2,118万円 △ 22.8％
議 会 費 ３億 3,969万円 △ 11.6％
そ の 他 ３億 5,124万円 △ 5.1％
合 計 488億 9,800万円 △ 0.7％

【財政用語の解説】
地 方 交 付 税 収入が少ない市町村でも一定水準の行政サービスを提供できるようにするため、国から交付されるお金
国 庫 支 出 金 資金の使い道を指定して地方自治体に国から交付されるお金
譲与税・交付金 国が徴収した税の一部を、一定の基準で地方自治体に配分するお金
民 生 費 子どもやお年寄り、障がいのある方への福祉のためのお金
公 債 費 借入金返済のためのお金
総 務 費 戸籍や選挙、税金など市役所全体の仕事のためのお金
土 木 費 道路や公園の整備など、まちづくりをするためのお金
教 育 費 小中学校の施設の整備や文化の振興などのためのお金
商 工 費 商工業・観光の振興のためのお金
衛 生 費 健康診断や予防接種、ごみの回収処理などをするためのお金



（１）子育てを応援し、お年寄りが元気な米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

・妊婦・乳幼児健康診査事業（拡大） 6,279万円
・がん検診事業 ２億7,266万円
・予防接種事業 １億7,346万円
・特別医療助成事業 ８億5,046万円
・放課後児童対策事業（拡大）

…和田小学校に新規開設
7,596万円

・保育所措置事業（公立・私立） 31億   399万円
・保育所特別保育事業（公立・私立） １億9,015万円
・保育所保育料軽減事業 ２億6,684万円
・私立幼稚園運営費補助金 4,367万円
・私立幼稚園就園奨励費助成事業 7,952万円
・私立幼稚園第三子保育料軽減事業 830万円
・居宅介護給付事業 ５億   544万円

…障がいのある方への福祉サービス
・児童デイサービス機能強化事業（新規） 100万円

…発達障がい児の訓練指導のため基準を超えて
職員を配置する事業所を支援

・地域福祉活動推進事業（新規） 500万円
…地区の支え合いマップの作成や地域福祉計画の推進

・保育園耐震診断事業 476万円
・後期高齢者医療費負担金（新規） 10億8,523万円
・後期高齢者医療特別会計繰出金（新規） ２億6,741万円

…平成20年４月から実施の後期高齢者医療制度関係の経費

（３）活力みなぎる米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

・就農基盤整備事業 942万円
・チャレンジプラン支援事業 960万円
・農地・水・環境保全向上対策事業 560万円
・単市土地改良事業 4,190万円
・新農業水利システム保全対策事業 5,905万円
・地域養殖業振興事業（新規） 128万円
・中心市街地活性化推進事業 753万円
・都市エリア産学官連携促進事業 115万円
・弓浜絣産地維持緊急対策事業 243万円
・米子がいな祭補助事業 626万円
・交通バリアフリー法検討事業 97万円
・JR 境線支障移転費負担金（新規） 3,212万円
・道路維持補修事業 １億5,830万円
・道路新設改良事業 １億2,700万円
・広域行政管理組合負担金 29億6,939万円
・環日本海拠点都市会議（新規） 734万円

（２）ゆとりある心豊かな米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

・男女共同参画市民意識調査事業（新規） 50万円
・AED（自動体外式除細動器）配備事業 80万円
・小学校温水シャワー設置事業 450万円
・小・中学校耐震補強事業（新規） 1,599万円
・小・中学校耐震診断事業 1,896万円
・就将小学校トイレ改修事業（新規） 650万円
・美保中学校講堂床改修事業（新規） 1,853万円
・東山中学校プール改修事業（新規） 450万円
・小・中学校外壁等安全対策事業 1,350万円
・小学校１・２年生 30人学級実施事業 5,200万円
・中学校1年生 33人学級実施事業 2,200万円
・にこにこサポート支援事業 1,127万円
・スクールソーシャルワーカー活用事業（新規） 1,000万円
・公民館運営費 ３億　525万円
・埋蔵文化財センター整備事業 2,371万円
・史跡上淀廃寺跡保存整備事業 5,400万円
・史跡上淀廃寺跡買上事業 2,011万円
・学校給食運営事業 ３億1,993万円
・東山水泳場自動審判計時システム購入（新規） 2,999万円
・市営白浜住宅建替事業 ２億5,993万円
・湊山公園猿舎補修工事（新規） 1,000万円
・ぽい捨て禁止等対策事業（新規） 42万円
・分別収集事業 ４億9,447万円
・ごみ有料化事業 7,451万円
・溶融スラグストックヤード整備事業 ３億1,134万円

…旧米子市清掃工場を解体し、跡地の一部に
溶融スラグの保管場所を整備（Ｈ19～Ｈ20 の 2 か年事業）

・公害対策事業 43万円
・中海水質保全対策事業 63万円
・市行造林保育事業 708万円
・松くい虫防除事業 1,548万円

（４）みんなのための市役所
主な事業（一般会計） 予 算 額

・自治基本条例策定事業（新規） 522万円
…地域及び市民と行政との協働により地域課題を

解決することを目指した条例の策定
・総合計画市民意識調査事業（新規） 61万円
・広報よなごの発行 1,531万円
・まちづくり活動支援事業 212万円
・行財政改革の推進 52万円
・入札契約制度の改革 66万円

◆会計別でみた予算 （△はマイナス）
区 分 平成 20年度当初予算額 平成 19年度当初予算額 対前年度比

一 般 会 計 488億9,800万円 492億2,685万円 △ 0.7％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 138億　970万円 144億7,380万円 △ 4.6％
南 公 園 事 業 681万円 602万円 13.1％
住 宅 資 金 貸 付 事 業 2,906万円 3,806万円 △ 23.6％
土 地 取 得 事 業 1,543万円 1,909万円 △ 19.2％
下 水 道 事 業 65億5,063万円 69億7,556万円 △ 6.1％
高齢者住宅整備資金貸付事業 57万円 68万円 △ 17.1％
老 人 保 健 事 業 12億6,831万円 127億4,093万円 △ 90.0％
駐 車 場 事 業 ２億2,544万円 ２億2,736万円 △ 0.8％
農 業 集 落 排 水 事 業 ７億6,502万円 10億2,725万円 △ 25.5％
流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 ４億6,378万円 ８億4,934万円 △ 45.4％
崎 津 団 地 開 発 促 進 事 業 ー 35億1,407万円 △ 100.0％
市 営 墓 地 整 備 事 業 4,759万円 4,797万円 △ 0.8％
介 護 保 険 事 業 97億6,465万円 94億6,977万円 3.1％
市 営 墓 苑 事 業 130万円 236万円 △ 44.8％
後 期 高 齢 者 医 療 15億5,940万円 ー 100.0％
小 計 345億　769万円 493億9,226万円 △ 30.1％

合 計 834億　569万円 986億1,911万円 △ 15.4％
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茂
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３
月
31 
日
、
公
会
堂
で
、「
米
子
市
特
別
功
労
者
・
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
」「
米

子
市
合
併
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
執
り
行
な
わ
れ
、
市
の
発
展
に
多
大
な
功
績

が
あ
っ
た
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
財
課　
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

市
の
発
展
に
多
大
な
功
績

米
子
市
特
別
功
労
者
・
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

米
子
市
合
併
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式



　

米
子
市
で
は
平
成
２
年
か
ら

文
化
奨
励
賞
を
設
け
、
文
化
芸

術
活
動
で
地
域
に
貢
献
い
た
だ

い
て
お
り
、
な
お
か
つ
今
後
の

ま
す
ま
す
の
活
躍
に
よ
り
本
市

の
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
個
人
と
団
体

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
受
賞
者
は
、

個
人
の
部
：
創
作
人
形
作
家

安あ

べ部
朱あ
け
み美

さ
ん
と
、
団
体
の

部
：
芸
術
活
動
団
体
「
ア
ゴ

ラ
ほ
う
き
（
畠は

た
け
や
ま山
和か

ず
こ子
代
表
）」

の
皆
さ
ん
に
決
定
し
、
３
月
26

日
に
市
役
所
で
贈
呈
式
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式

で
は
、
野

坂
市
長
が

賞
状
と
楯

を
贈
呈
し
、

中
海
テ
レ

ビ
放
送
か

ら
副
賞
が

贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
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56

年
か
ら
独
自
の
技
法
で
粘
土
人

形
を
創
作

さ
れ
、
平

成
19
年
度

に
は
、
京

都
の
宝
鏡

寺
門
跡
で

行
わ
れ
た
人
形
公
募
展
で
約

１
０
０
０
点
の
な
か
か
ら
大
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ゴ
ラ
ほ
う
き
は
、
県
西
部

を
中
心
と
し
た
文
化
活
動
を
深

め
る
た
め
平
成
15
年
に
結
成

さ
れ
ま
し

た
。
地
元

の
芸
術
家

を
発
掘
育

成
し
、
そ

の
成
果
を

発
表
・
鑑

賞
す
る
場
と
な
る
例
会
を
実
施

さ
れ
、
音
楽
、
方
言
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
演
劇
、
写
真
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
文
化
の
融
合
に
挑

戦
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
課
（
☎
23
―
５
４
３
７
）

平成19年度 米子市文化奨励賞
受賞者は『安

あ べ

部朱
あ け み

美』さんと
『アゴラほうき』の皆さん



戸
籍
の
証
明
書
（
戸
籍
の
附
票

も
含
み
ま
す
）
と
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
交
付
請
求
が
で
き
る

場
合
が
限
定
さ
れ
ま
し
た

●
本
人
等
の
請
求
に
よ
る
場
合

《
戸
籍
の
証
明
書
》

本
人
等
（
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、
父
母
・

祖
父
母
・
子
・
孫
な
ど
の
直
系
親

族
の
方
）
が
、
交
付
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
住
民
票
の
写
し
な
ど
》

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
員

が
、
交
付
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
に
よ
る
交
付
請
求

●
第
三
者
に
よ
る
交
付
請
求

第
三
者
が
交
付
請
求
す
る
場
合
は
、

請
求
書
に
戸
籍
ま
た
は
住
民
票
を

利
用
す
る
「
正
当
な
理
由
」
を
具

体
的
に
く
わ
し
く
書
い
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
資
料
の
提
出
を
い
た
だ
く
場

合
も
あ
り
ま
す
。

偽
り
そ
の
他
の
不
正
な
手
段
に

よ
っ
て
戸
籍
ま
た
は
住
民
票
の
交

付
を
受
け
た
場
合
、
30
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

戸
籍
の
証
明
書
と
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
交
付
請
求
の
際
の「
本

人
確
認
」
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た

●
窓
口
に
戸
籍
の
証
明
書
（
届
出

の
受
理
証
明
書
や
届
け
出
書
類
の

写
し
な
ど
も
含
み
ま
す
）
ま
た
は

住
民
票
の
請
求
に
来
ら
れ
た
方
に
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
の
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

発
行
し
た
写
真
付
き
本
人
確
認
書

類
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
本
人

で
あ
る
か
確
認
を
し
ま
す
。

※
米
子
市
で
は
平
成
17
年
５
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
届
出
と
住
民
異
動
届（
転

入
、
転
居
、
転
出
な
ど
）
の
際

の
「
本
人
確
認
」
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た

●
戸
籍
の
届
出
で
窓
口
に
来
ら
れ

た
方
に
つ
い
て
、「
本
人
確
認
」
を

行
な
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
死
亡
届
、

出
生
届
、
裁
判
所
の
決
定
に
伴
う

届
出
は
除
き
ま
す
。）

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
戸
籍
届
出

の
ご
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
戸
籍
の
届
出

が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
ご
本
人
へ

書
面
で
通
知
し
ま
す
。

※
米
子
市
で
は
平
成
15
年
６
月
か

ら
、
戸
籍
の
届
出
の
際
の
「
本
人

確
認
」
と
「
書
面
で
の
通
知
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
住
民
票
の
異
動
な
ど
（
転
入
、

転
居
、
転
出
な
ど
）
の
届
出
で
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
も
、

「
本
人
確
認
」
を
行
な
う
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
「
本
人
確
認
」
の
方
法
は
、
戸
籍

の
証
明
書
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

交
付
請
求
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

戸
籍
の
届
出
に
対
す
る
「
不
受

理
申
出
」
制
度
が
法
律
で
定
め

ら
れ
ま
し
た

●
窓
口
で
本
人
と
確
認
で
き
な
い

場
合
は
、
養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
、

婚
姻
、
協
議
離
婚
、
ま
た
は
認
知

の
届
出
を
受
理
し
な
い
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
市
町
村
長
に
申
出
が
で

き
る
（「
不
受
理
申
出
」
と
い
い
ま

す
。）
こ
と
が
法
律
で
規
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
不
受
理
申
出
と
そ
の
申
出
の

取
下
げ
の
申
請
は
、
市
役
所
の
戸

籍
担
当
の
窓
口
で
行
な
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、「
本
人
確
認
」
を
行

な
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
「
本
人
確
認
」
の
方
法
は
、
戸
籍

の
証
明
書
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

交
付
請
求
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

代
理
人
や
使
者
の
方
の
場
合
は

委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す

●
窓
口
に
、
戸
籍
の
証
明
書
（
届

出
の
受
理
証
明
書
や
届
け
出
書
類

の
写
し
な
ど
も
含
み
ま
す
）
や
住

民
票
の
請
求
、
ま
た
は
住
民
異
動

届
（
転
入
、
転
居
、
転
出
な
ど
）

に
来
ら
れ
た
方
が
、
代
理
人
や
使

者
の
方
、
別
世
帯
の
親
族
な
ど
の

場
合
は
、
さ
ら
に
「
委
任
状
」
な

ど
の
代
理
権
限
を
証
明
す
る
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
係

（
☎
23
―
５
１
４
４
）

戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

近
年
、
個
人
情
報
の
保
護
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
個
人
情
報
が
不
正
に
取
得
さ
れ
る
と
い

う
事
件
や
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
虚
偽
の
届
出
が
提
出
さ
れ
、

戸
籍
や
住
民
票
に
虚
偽
の
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
全
国
的

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
な
り
す
ま
し
に
よ
る
不
正
取
得
の
防
止
や
個
人
情
報

を
保
護
す
る
た
め
、
５
月
１
日
か
ら
、
戸
籍
や
住
民
票
の
証
明
書

の
交
付
請
求
や
届
出
の
で
き
る
方
が
限
定
さ
れ
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
「
本
人
確
認
」
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
戸
籍
法
」「
住
民
基
本
台
帳
法
」
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



個
人
の
尊
厳
の
確
保
と
基
本
的

人
権
の
尊
重
の
た
め
に
個
人
情

報
の
保
護
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
適
切
な
個
人
情
報

保
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、

「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
な

ど
に
よ
り
個
人
情
報
保
護
法
制

が
充
実
、
強
化
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、「
米
子
市
個
人
情
報
保

護
条
例
」
の
改
正
を
行
な
い
ま

し
た
。

改
正
し
た
条
例
で
は
、
公
の
施

設
の
管
理
を
行
な
う
指
定
管
理

者
の
責
務
な
ど
を
追
加
、
市
の

職
員
、
受
託
事
業
者
、
指
定
管

理
者
の
従
事
者
な
ど
に
対
す
る

罰
則
規
定
（
平
成
20
年
７
月
１

日
か
ら
施
行
）
の
新
設
、
個
人

情
報
の
開
示
手
続
等
の
整
理
な

ど
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い

ま
す
。

【
罰
則
規
定
（
平
成
20
年
７
月
１

日
施
行
）】（
第
37
条
～
第
42
条
）

個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
し
、
個

人
情
報
保
護
条
例
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
、
市
が
保
有
す
る
個

人
情
報
を
不
正
に
利
用
し
た
者
、

ま
た
は
不
正
に
個
人
情
報
を
収

集
し
た
市
の
職
員
に
対
す
る
罰

則
を
定
め
ま
し
た
。（
故
意
・
悪

意
に
よ
る
行
為
を
対
象
。）

■
市
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
、

市
の
職
員
（
元
職
員
）、
市
か
ら

委
託
を
受
け
た
受
託
業
者
（
従
事

者
・
元
従
事
者
）、
公
の
施
設
の

管
理
を
行
な
う
指
定
管
理
者
（
従

事
者
・
元
従
事
者
）
が
、
市
が
保

有
す
る
個
人
情
報
を
不
正
に
利

用
・
提
供
し
た
場
合
な
ど
に
罰
則

が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
※
違
反
行

為
が
市
外
で
行
わ
れ
た
場
合
に

も
適
用
。）

〔
例
１
〕 

個
人
の
秘
密
が
記
録
さ

れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
フ

ロ
ッ
ピ
ー
な
ど
の
記
録
媒
体
に

複
写
し
て
業
務
上
必
要
な
い
者

に
提
供
し
た
場
合･･･

２
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金

〔
例
２
〕
職
務
上
知
り
得
た
他
人

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

名
簿
業
者
に
売
却
し
た
場
合
や
、

退
職
後
に
自
己
の
起
業
に
利
用

し
た
場
合･･･

１
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

※
従
業
者
な
ど
が
上
記
の
違
反

を
し
た
場
合
は
、
受
託
者
と
指

定
管
理
者
に
も
同
様
の
罰
則
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

〔
例
３
〕
市
の
職
員
が
、
個
人
的

な
興
味
を
満
た
す
目
的
で
、
自

己
の
職
務
を
装
い
、
他
人
の
健

康
診
断
結
果
を
入
手
し
た
場
合

…
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50

万
円
以
下
の
罰
金

■
他
人
に
な
り
す
ま
す
な

ど
、
偽
り
や
不
正
な
手
段
で

個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
た
者

は
、
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処

さ
れ
ま
す
。

【
そ
の
他
、
主
な
改
正
内
容
】

■
市
の
職
員
・
元
職
員
の
責
務

を
定
め
ま
し
た
。（
第
３
条
）

■
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
指
定

管
理
者
の
責
務
な
ど
に
つ
い
て

定
め
ま
し
た
。（
第
10
条
、
第
10

条
の
２
）

■
個
人
情
報
の
開
示
請
求
が

あ
っ
て
も
開
示
し
な
い
こ
と
と

す
る
情
報
に
つ
い
て
、
米
子
市

の
情
報
公
開
条
例
に
定
め
る
非

公
開
情
報
と
の
整
合
を
図
り
、

整
理
し
ま
し
た
。（
第
13
条
）

■
こ
れ
ま
で
の
自
己
情
報
の
削

除
の
請
求
、
目
的
外
利
用
な
ど

の
中
止
の
請
求
に
代
わ
る
「
利

用
の
停
止
等
の
請
求
」
を
定
め

ま
し
た
。（
第
22
条
）

■
個
人
情
報
の
訂
正
等
請
求
に

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
開
示
決

定
に
基
づ
き
開
示
を
受
け
た
個

人
情
報
に
限
る
な
ど
の
手
続
を

追
加
し
ま
し
た
。（
第
24
条
）

く
わ
し
く
は
、
総
務
管
財
課
情

報
公
開
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（「
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

■
問
い
合
わ
せ

総
務
管
財
課
情
報
公
開
係

（
☎
23
―
５
３
５
２
）

米
子
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を

改
正
し
ま
し
た

日
野
川
水
防
演
習

◆
と

き

　

18
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
12
時
30
分

◆
と
こ
ろ

　

古
豊
千　

日
野
川
河
川
敷

日
野
川
流
域
で
洪
水
な
ど
の
水

災
害
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

の
も
と
、
国
土
交
通
省
中
国
地

方
整
備
局
、
鳥
取
県
、
鳥
取
県

西
部
圏
域
の
９
市
町
村
、
地
域

住
民
が
連
携
し
、
情
報
伝
達
訓

練
、
水
防
工
法
訓
練
な
ど
を
行

な
い
ま
す
。
ま
た
、警
察
、消
防
、

自
衛
隊
な
ど
も
参
加
し
、
緊
急

物
資
輸
送
、
人
命
救
助
・
救
護

な
ど
の
特
別
訓
練
を
行
な
い
ま

す
。

会
場
に
は
、
水
防
に
関
す
る
資

料
や
特
殊
車
両
な
ど
の
展
示
、

家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
水
防
や

応
急
救
護
の
講
習
な
ど
、
誰
で

も
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
国
土
交
通
省
日

野
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.cgr.m

lit.go.jp/
hinogaw

a/

）



合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
補
助
し
ま
す

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
等
の
水
質
汚
濁

を
防
止
す
る
た
め
、
共
同
住
宅
・
長
屋

住
宅
等
を
除
く
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
こ
れ
か

ら
設
置
さ
れ
る
個
人
の
方
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
初
め
て
の
方
で
、
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
く
、
平
成
20
年
度
内
に
設

置
を
完
了
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
交
付
の
条
件
・
補
助
対

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

米
子
市
で
は
、
可
燃
ご
み
の
約
40
％
を
生

ご
み
が
占
め
て
お
り
、
生
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
む
上
で

の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
家
庭
で
自

主
的
に
生
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
生
ご
み

処
理
機
な
ど
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
20
年
３
月
31
日
以
前
に
購
入

さ
れ
た
生
ご
み
処
理
機
な
ど
は
、
補
助
の

米
子
市
の
ご
み
情
報
誌
「
よ
な
ご

み
通
信
第
７
号
」
の
広
告
主
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

１
日
㈭
～
21
日
㈬

●
配
布
時
期

　

広
報
よ
な
ご
７
月
号
と
一
緒
に

　

配
布
し
ま
す
。

●
作
成
部
数　

５
万
１
５
０
０
部

●
掲
載
場
所

全
４
ペ
ー
ジ
中
、
２
ペ
ー
ジ
目
と

３
ペ
ー
ジ
目
の
下
部

（
２
枠
を
募
集
し
ま
す
）

●
広
告
の
サ
イ
ズ

　

縦
３
×
横
18
セ
ン
チ

●
広
告
掲
載
料

　

１
枠
…
２
万
３
０
０
０
円

※
広
告
の
掲
載
基
準
な
ど
く
わ
し

く
は
「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
０
０
）

水
道
検
針
「
お
知
ら
せ
票
」
の
広
告
主

を
募
集
し
ま
す
。

水
道
検
針
の
際
に
そ
の
場
で
発
行
す
る

の
で
、
水
道
を
お
使
い
の
と
こ
ろ
で
あ

れ
ば
必
ず
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

●
募
集
期
間

　

６
月
２
日
㈪
～
７
月
２
日
㈬

●
掲
載
期
間

　

10
月
１
日
～
21
年
３
月
31
日

●
掲
載
場
所

　
「
水
道
使
用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら

　

せ
」
票
の
裏
面

●
広
告
の
サ
イ
ズ

　

縦
11
×
横
６
セ
ン
チ

●
掲
載
回
数

　

同
一
所
在
地
に
検
針
票
を
３
回
配
布

●
配
布
場
所

　

米
子
市
・
境
港
市
・
日
吉
津
村
の
検

　

針
を
し
て
い
る
全
所
帯
・
全
事
業
所

●
予
定
最
低
料
金

　

17
万
８
５
０
０
円
（
消
費
税
込
）

※
原
版
作
成
費
、
印
刷
代
な
ど
を
含
む
。

※
応
募
者
が
複
数
の
場
合
は
入
札
と
い

　

た
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

水
道
局
営
業
課
（
☎
32
―
６
１
１
１
）

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
補
助
金
の
額

⑴
生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
）

　

購
入
金
額
の
３
分
の
１（
上
限
２
万
円
）

⑵
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
・

　

密
閉
式
容
器
）

　

購
入
金
額
の
３
分
の
１（
上
限
３
千
円
）

●
申
込
受
付
期
間

５
月
１
日
㈭
～
平
成
21
年
２
月
27
日
㈮

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
「
米
子

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

環
境
政
策
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
０
０
）

象
地
域
の
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
く
は
下
水
道
整
備
課
ま
で
、
お
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

浄
化
槽
の
規
模

補
助
金
額

５
人
槽

35
万
１
０
０
０
円

６
～
７
人
槽

44
万
１
０
０
０
円

８
～
10
人
槽

58
万
８
０
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

下
水
道
整
備
課
（
☎
34
―
１
３
８
７
）

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
…

台
所
や
洗
濯
、
風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
の
こ
と



小学校６年生までの児童を養育している方で、現在、所得制限に
より児童手当を受給していない方は、所得額限度表で所得額をご
確認の上、５月中に再度申請をしてください。所得を審査する年
度が変わるため、平成19年中の所得で再審査します。審査後、所
得が児童手当支給限度額内であれば６月分から受給できます。な
お、すでに受給中の方は申請する必要はありません。くわしくは、
お問い合わせください。
■問い合わせ　児童家庭課（☎２３－５１３５）

◆所得額限度表◆
扶養親族
等の人数

児童手当
（国民年金、年金未加入）

特例給付
（厚生年金、その他年金）

０人 460万円 532万円
１人 498万円 570万円
２人 536万円 608万円
３人 574万円 646万円

※以下、扶養親族の人数が１人増えるごとに、限度額
に 38万円を加算
老人扶養控除は、限度額に６万円を加算。

シリーズで、「自治基本条例って何？なぜ必要なの？」など、自治基本条例に関する
疑問にＱ＆Ａ方式で私たちがお答えする第３弾です。前回は、「自治基本条例がまち
の憲法と言われる理由」をお話ししました。
今回は、「自治基本条例と市民憲章との違い」をお話しします。

Ｑ４．市民憲章との違いは何ですか？
「市民憲章をつくれば、自治基本条例は要らないのではないか？」と思われるかもしれません。

では、市民憲章と自治基本条例の違いは何でしょうか。

「市民憲章」とは、「～のようなまちにしましょう」というような「まちの目標」を定めたものですが、「自治

基本条例」とは、「まち（自治）のつくり方」を定めたものです。「自治基本条例」は、将来を見据えた「まち

の目標」だけでなく、それを実現するために必要な「基本原則」「市役所や議会の組織・運営・活動に関すること」

「市民の権利や責務」なども定めたもので、このようなことは「市民憲章」では定めきれないものです。

これからの自主・自立のまちづくりで一番の基本となるものは、「自治体構成員（市役所だけでなく、議会、

市民を含む）の各自の権利と責務」の上に成り立つ「まち（自治）のつくり方」、すなわち「自治基本条例」

だと米子市では考えています。

基本を大切にする「スポーツの選手・チーム」が大成するように、将来を見据えて、これからの米子市が元気

なまちに発展・成長していくためには、今、この基本（自治基本条例）にしっかりと取り組むことが必要なのです。

市民自治基本条例検討委員が決まりました！

今年の２月から３月にかけて募集していました「米子市民自治基本条例検

討委員」が決定し、全員公募委員による、自治基本条例の素案づくりがスター

トしました。

「米子市民自治基本条例検討委員会」では、幅広く皆さんからの意見をいた

だくために、アンケートなどを行なう予定ですので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ　協働推進課（☎ 23―５３７１)

出前説明会受付けます！
「自治基本条例や協働のまちづくり」
のことを、皆さんにくわしく知って
いただくために、地域への出前説明会
を計画しています。ご要望がありまし
たら、協働推進課までお申し出くださ
い。

平成17度下水道事業受益者負担金の賦課誤りについてのお詫び
　本市におきまして、下水道事業受益者負担金の再点検をしていたところ、平成17年度に賦課いたしました一部
の受益者負担金について賦課誤りを発見いたしました。
ここに、関係する皆様に深くお詫びいたします。
　このような事態は、公共下水道を運営する本市として、決してあってはならないことであり、誤って賦課した
皆様に対し、事業管理者である市長として、心からお詫びいたします。
今後につきましては、利用者の皆様に対し、下水道事業の信頼を回復するよう、職員一同努力していく所存です
ので、ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

米子市長　野坂　康夫

所得制限により児童手当を受給していない方へ



楽
し
く
学
び
あ
う
参
加
型
体
験
学
習

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

　

人
権
に
関
す
る
講
演
会
や
研
修
会
が
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
参
加
型
体
験
学
習
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）」
と
い
う
学
習
方
法
が
、
近
年

多
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
講
師
か
ら
豊
富
な
知
識
や

情
報
を
得
る
有
効
な
手
段
で
す
。
そ
れ
に

対
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
が
学
習
に
自
主
的
に
参
加
し
、

体
験
し
、
共
に
考
え
、
自
ら
気
づ
く
参
加

者
主
体
の
学
習
で
す
。
他
の
人
の
意
見
や

発
想
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
自
分
と
違
う

考
え
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
自
分

の
生
き
方
を
振
り
返
っ
た
り
と
い
っ
た
学

び
の
過
程
が
大
切
に
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
参
加
者
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
自

分
も
相
手
も
大
切
に
し
、
協
力
し
て
問
題

解
決
に
向
け
て
行
動

す
る
力
が
生
ま
れ
ま

す
。

　

今
年
度
、
米
子
市

で
は
次
の
と
お
り
参

加
型
人
権
学
習
企
画

講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　伊谷賢蔵（1902（明治35）～ 1970（昭和45）/ 鳥取市生まれ）は、行動美術協会を結成し、同会を中心に精力
的な活動を展開する一方、京都学芸大学 ( 現・京都教育大学 ) 教授として後進の育成にも力を注いだ洋画家です。

伊谷は晩年、主題を山岳に求め、日本百名山の一つで中国地方
の最高峰を誇る大山をモチーフにした作品も数多く制作してい
ます。
　この作品は、太い輪郭線と「伊谷レッド」とも呼ばれる独特
の赤褐色を基調とした暖色系の色彩を巧みに使って、大山北壁
の美しさと荒々しさを見事に捉えた「第22回行動美術展」の出
品作です。自然の力とその雄大な姿に思わず圧倒されてしまう
この作品は、６月１日（日）まで開催の常設展Ⅰ「コレクショ
ンによる名所めぐり －山陰三十六景＆東都三十六景－」でご覧
いただけます。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　

■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

参
加
型
で
学
ぶ
！

人
権
学
習
企
画
講
座

参
加
型
学
習
の
メ
リ
ッ
ト
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

◆
体
験
コ
ー
ス
（
２
日
間
）

　

６
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　

定
員
…
30
人

◆
選
択
コ
ー
ス
（
体
験
コ
ー
ス
を
修
了

し
た
方
。
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を

し
ま
す
。）

　

７
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

定
員
…
15
人

◆
会
場　

米
子
市
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
）

◆
対
象

　

市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
方

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
期
限　

30
日
㈮

こ
ん
な
か
た
に
オ
ス
ス
メ
！

「
参
加
型
っ
て
、
言
葉
は

知
っ
て
る
け
ど
…
」

「
効
果
的
な
人
権
学
習
の

企
画
っ
て
、
ど
う
や
れ
ば
い
い
の
？
」

※
く
わ
し
く
は
、
人
権
政
策
課
（
☎
23

―
５
４
１
５
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　伊谷賢蔵（1902（明治35）～ 1970（昭和45）/ 鳥取市生まれ）は、行動美術協会を結成し、同会を中心に精力



　行
政
相
談

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

７
日
㈬
、
27
日
㈫

　
　
　
　

６
月
３
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
地
域
で
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て

人
権
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

と

き

　12
日
㈪
、６
月
２
日
㈪
（「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
相
談
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　無
料
法
律
相
談

と

き　

14
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
米
子
支
部

（
西
町
）

定

員　

25
人
程
度
（
当
日
受
付
順
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
弁
護
士
会

（
☎
０
８
５
７
―
22
―
３
９
１
２
）

※
開
催
日
当
日
は
…
☎
22
―
２
２
０
５

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　一
日
無
料
相
談
会

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き　

６
月
12
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
た
だ
し
、「
健
康
医
療
」
の
相
談
は
、

午
後
１
時
か
ら
で
す
。）

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階

相
談
内
容

健
康
医
療
、
法
律
、
税
務
、
建
築
、
不

動
産
、
金
融
、
補
聴
器
、
商
標
・
特
許
、

保
険
、
登
記
、
冠
婚
葬
祭
、
野
菜
作
り

園
芸

問
い
合
わ
せ

米
子
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
☎
34
―
３
０
３
２
）

　緑
化
活
動
を
応
援
し
ま
す

市
内
の
公
共
施
設
や
公
有
地
で
、
花
壇

や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
新
設
な
ど
の
緑
化
活

動
を
行
な
う
団
体
を
対
象
に
、
必
要
な

物
資
（
上
限
２
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
で
緑
化
活
動
を
行
な

う
た
め
に
結
成
さ
れ

た
団
体
、
ま
た
は
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行

な
う
た
め
に
結
成
さ

れ
た
団
体
。

募
集
数　

15
団
体

募
集
期
間　

12
日
㈪
～
６
月
13
日
㈮

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
５
２
０
０
）

　

ビ
オ
ト
ー
プ
の
保
全
・
再
生
な
ど
に

　補
助
を
し
ま
す

ビ
オ
ト
ー
プ
再
生
、
休
耕
田
を
活
用
し

た
植
物
な
ど
に
よ
る
水
質
浄
化
、
ヨ
シ

の
植
栽
な
ど
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
築
造
・

保
全
・
再
生
な
ど
の
事
業
に
補
助
金
を

支
給
し
ま
す
。

補
助
率
は
、事
業
経
費
の
２
分
の
１（
上

限
50
万
円
）
で
す
。
く
わ
し
く
は
環
境

政
策
課
（
☎
23
―
５
２
５
７
）
ま
で
。

「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）」創設に伴う、被用者保険の被扶養者であった方の国保加入手続
平成20年４月から「長寿医療制度（後期高齢者医療制度）」創設に伴い、被用者保険（勤め先の健康保険、共済保険など）
の加入者（被保険者）が 75歳に到達し後期高齢者医療の加入者となった場合、扶養されていた方も同時に被用者保険の資
格がなくなることになるため、国民健康保険などへの加入手続が必要となります。
扶養されていた方が国民健康保険に加入する場合、次の書類を市役所保険年金課⑦番窓口にご持参の上、国民健康保険の
加入手続をお願いします。
●被用者保険の資格喪失証明書（健康保険証の発行元に請求してください。）
●運転免許証など本人確認ができるもの
なお、新たに国民健康保険に加入された方には保険料がかかりますが、加入後２年間は保険料を
軽減する措置（65 歳～ 74 歳までの方に限る。）があります。
■問い合わせ  保険年金課（☎２３－５１２２）



　

非
常
勤
職
員
募
集

●
少
年
指
導
員

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

教
員
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

６
月
１
日
㈰
・
教
養
、
作
文
、
面
接

※
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
７
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

１
日
㈭
～
15
日
㈭

受
験
案
内
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
（
☎
23
―
５
１
３
８
）

●
市
営
住
宅
家
賃
徴
収
員

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

31
日
㈯
・
教
養
、
作
文
、
面
接

※
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
７
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

８
日
㈭
～
22
日
㈭

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
建
築
住
宅
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ

建
築
住
宅
課
（
☎
23
―
５
２
６
７
）

　米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
臨
時
職
員

募
集
職
種
・
人
数　

臨
時
職
員
・
１
人

職
務
内
容　

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
し
、子
ど
も
た
ち
の
冒
険
遊
び
場「
プ

レ
ー
パ
ー
ク
」、
施
設
の
広
報
や
窓
口

な
ど
の
各
種
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格

児
童
青
少
年
施
設
の
勤
務
や
プ
レ
ー

リ
ー
ダ
ー
の
経
験
が
あ
る
、
ま
た
は
プ

レ
ー
パ
ー
ク
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

試
験
日
・
科
目　

23
日
㈮
・
面
接
、
作
文

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
６
月
１
日

申
込
受
付
期
間

１
日
㈭
～
16
日
㈮
（
当
日
必
着
）

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ

㈶
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
事
務
局

（
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
内　

☎
35
―

６
４
１
１
）

　自
衛
官
募
集

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
２
等
陸
・
海
・
空
士

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事

務
所
（
西
福
原
３
丁
目
・
☎
33
―

２
４
４
０
）か
市
役
所
総
務
管
財
課（
☎

23
―
５
３
３
１
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

　韓
国
語
入
門
講
座

韓
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
韓
国
の
文

化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

６
月
５
日
㈭
～
10
月
２
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

（
全
15
回
・
原
則
と
し
て
木
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室
ほ
か

対

象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
こ
れ
か
ら
韓
国

語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
（
た

だ
し
、
平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
韓
国

語
入
門
講
座
の
受
講
生
は
除
く
。）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

柳
リ
ュ
ウ 

潤ユ
ン 

慶キ
ョ
ン

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
資
料
代

２
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
14
日
㈬
午
前
8
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　中
国
語
入
門
講
座

中
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
中
国
の
文

化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

６
月
10
日
㈫
～
９
月
30
日
㈫

　
　
　
　

午
後
3
時
～
4
時

（
全
15
回
・
原
則
と
し
て
火
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室
ほ
か

対

象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
こ
れ
か
ら
中
国

語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
（
た

だ
し
、
平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
中
国

語
入
門
講
座
の
受
講
生
は
除
く
。）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

夏シ
ャ　

霊リ
ン

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
資
料
代

１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
20
日
㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

米
子
市
テ
ニ
ス
教
室
が
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。参
加
者
募
集
中
で
す
。

募
集
人
員　

30
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

会

場　

市
営
東
山
庭
球
場

参
加
料　

３
５
０
０
円
（
全
22
回
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）



　「平
成
20
年
度
米
子
人
生
大
学
」

　開
講
！

生
涯
学
習
講
座
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
て
い
る「
米
子
人
生
大
学
」

を
開
講
し
ま
す
。

期

間

　６
月
16
日
㈪
～
11
月
10
日
㈪

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時（
全
11
回
）

会

場　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

申
込
方
法　

チ
ラ
シ
の
下
部
の
申
込
票

で
、
30
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課
（
市

役
所
第
２
庁
舎
３
階
）
か
、
各
公
民
館

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
講
料　

年
間
１
０
０
０
円　

日
程
、
講
座
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
は
市
役
所
総
合
案
内
・
生
涯
学

習
課
・
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

申
込
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
５
４
４
４
）

　要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
を
行
な
う
、
要
約
筆
記
者
を
養
成

す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

６
月
28
日
㈯
～
９
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

（
全
10
回
・
毎
週
土
曜
日
）

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

講
習
内
容

▼
基
礎
課
程
手
書
き
コ
ー
ス

▼
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
（
初
心
者
対
象
）

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
持
参
の
こ
と
。
あ
る
程
度
パ
ソ

コ
ン
入
力
が
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

定

員

　パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
10
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
締
切　

６
月
13
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
く
ろ
う
（
☎
32
―
７
３
３
８
）

　認
知
症
予
防
講
演
会

と

き　

10
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
大
会
議
室

テ
ー
マ　
「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

よ
う
！
」

講

師　

鳥
取
大
学
医
学
部　

教
授

　
　
　
　

浦う
ら
か
み上　

克か
つ
や哉
さ
ん

参
加
費　

無
料

※
展
示
や
、
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　経
理
事
務
補
助
講
習

経
理
事
務
補
助
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
講
習
修
了
者
へ
の
面
接
会
を
、

講
習
最
終
日
の
６
月
６
日
㈮
午
後
２
時

30
分
～
３
時
30
分
に
行
な
い
ま
す
。
新

規
に
採
用
を
お
考
え
の
事
業
主
の
方

は
、ぜ
ひ
面
接
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
習
期
間

　27
日
㈫
～
６
月
６
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会

場

　株
式
会
社
ケ
イ
ズ（
両
三
柳
）

対

象

　60
代
前
半
の
就
職
・
就
業
を

希
望
さ
れ
る
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

応
募
期
限

　16
日
㈮
ま
で

定

員

　20
人　
　

受
講
料　

無
料

求
人
申
込　

７
日
㈬
～
20
日
㈫

申
込
書
は
、
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

㈳
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
（
☎
37
―
２
５
３
１
）

　鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

と

き  

10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

今
井
書
店
「
本
の
学
校
」

　
　
　
　
（
新
開
２
丁
目
）

テ
ー
マ　
「
中
国
の
環
境
問
題
と
地
球
温

暖
化
～
発
展
途
上
国
の
一
例
と
し
て
～
」

講

師　

環
境
政
策
学
科　

准
教
授

　
　
　
　

相あ
い
か
わ川　

泰や
す
し

さ
ん

※
受
講
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

５
月
８
日
㈭

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
環
境
大
学
企
画
交
流
課

☎
…
０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
…
０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
９

Ｅ
メ
ー
ル
…kouryu@

kankyo-u.ac.jp

合
会
（
☎
37
―
２
５
３
１
）

kouryu@
kankyo-u.ac.jp

介護予防教室

よなGO体力測定会
握力、バランスなど体力測定をして、
体力年齢を確認してみませんか？
また、身体機能の維持・向上を促進す
るために、自宅でもできる簡単な体操、
よな GOGO 体操、ストレッチなども
行ないます。

日 程 会 場
19日（月） 五 千 石 公 民 館
20日（火） 成 実 公 民 館
22日（木） 永 江 公 民 館
23日（金） 尚 徳 公 民 館
26日（月） 春 日 公 民 館
28日（水） 巌 公 民 館
29日（木） 県 公 民 館
30日（金） 大 高 公 民 館

■時間　いずれも午後１時30分～
■対象
65歳以上の方を対象としていますが、
65歳未満の方もご参加いただけます。
※当日は、動きやすい服装でお越しく
ださい。申込不要です。
■問い合わせ
長寿社会課（☎２３ー５１３２）



　
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

▼
５
月
11
日
㈰
午
前
８
時
20
分
米
子
駅

集
合
（
午
前
８
時
41
分
発
）、
行
き
先

…
大
山
町
名
和
方
面
（
住
雲
寺
、
名
和

神
社
他
、
行
程
約
10
㎞
）、
弁
当
持
参
、

往
復
運
賃
（
大
人
５
５
０
円
）、

解
散
予
定
午
後
４
時
30
分

▼
６
月
８
日
㈰
午
前
８
時
20
分
米
子

駅
集
合
（
午
前
８
時
41
分
発
）、
行
き

先
…
北
栄
町
方
面
（
青あ

お
や
ま山

剛ご
う
し
ょ
う昌

ふ
る
さ

と
館
他
、
行
程
約
12
㎞
）、
弁
当
持
参
、

往
復
運
賃
（
大
人
１
５
６
０
円
・
入
館

料
６
０
０
円
）、
解
散
予
定
午
後
4
時

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　
第
40
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会

　
出
漕
申
込
受
付
中

申
込
期
限
　
20
日
㈫
ま
で（
当
日
必
着
）

出
漕
料
　
１
ク
ル
ー
…
１
５
０
０
０
円

大
会
は
、
７
月
13
日
㈰
午
前
７
時
か
ら

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
開
催
！

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　
む
き
ば
ん
だ
春
の
親
子
写
生
会

　
～
親
子
で
描
こ
う
妻
木
晩
田
～

弥
生
時
代
の
風
景
に
思
い
を
は
せ
て
、

自
由
に
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

と

き　

18
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
雨
天
中
止

と
こ
ろ　

妻
木
晩
田
遺
跡

（
大
山
町
妻
木
）

申
込
期
限
　
14
日
㈬
ま
で

※
画
板
と
画
用
紙
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
方
法

く
わ
し
く
は
妻
木

晩
田
遺
跡
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
の
お
申
込
み
が
便
利

で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
・・・

http://w
w
w
.pref.tottori.lg.jp/

m
ukibanda/

問
い
合
わ
せ
　
妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

（
☎
37
―
４
０
０
０
）

　
米
子
市
音
楽
祭
開
催
！

50
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
フ
ァ
イ
ナ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
Ｎ
響
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
開
催
い

た
し
ま
す
。

●
６
月
１
日
㈰
午
後
２
時
～
・
公
会
堂
・

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト　

米
子
第

九
合
唱
団
「
メ
サ
イ
ア
（
抜
粋
）」
コ

ン
サ
ー
ト

●
６
月
７
日
㈯
午
後
６
時
～
・
文
化

ホ
ー
ル
・
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

●
６
月
８
日
㈰
午
後
２
時
～
・
文
化

ホ
ー
ル
・
合
唱
の
集
い　

第
27
回
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

●
６
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～
・
淀
江
文

化
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
ｙ
ｕ
ｍ
ｅ
コ
ン

サ
ー
ト

●
６
月
15
日
㈰
午
後
２
時
～
・
文
化

ホ
ー
ル
・
美
し
い
楽
器
の
ひ
び
き
コ
ン

サ
ー
ト

●
６
月
22
日
㈰
午
後
２
時
～
・
公
会
堂
・

「
茂も

ぎ木
大だ

い
す
け輔

指
揮
Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

入
場
料
（
前
売
券
）　

６
月
1
日
～
15
日
…
一
般
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
・
全
席
自
由

６
月
22
日
…
一
般
３
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
２
０
０
０
円
・
全
席
自
由

（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
・

公
会
堂
・
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で

好
評
発
売
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
35
―
４
１
７
１
）

米
子
の
都
市
景
観
写
真
を
募
集
！

～
第
15
回
米
子
の
都
市
景
観
写
真
展
～

「
見
つ
け
よ
う
米
子
の
景
観
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
『
大
山
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

「
大
山
」
～
○
○
か
ら
観み

る
大
山
～

季
節
や
と
き
の
変
化
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

顔
を
見
せ
て
く
れ
る
「
大
山
」。
み
ん
な
の
知

ら
な
い
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
あ
な
た
の
お
薦
め
の
米
子
市
内
か
ら

見
る
「
大
山
」
を
募
集
し
ま
す
！

■
募
集
規
定　

白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
で
２
Ｌ
か
キ
ャ
ビ
ネ
版
。
必
ず
米
子
市
内

で
撮
影
、
縦
・
横
不
問
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
組
写
真
（
３
枚
ま
で
）
可
。

※
市
外
の
方
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
限　

８
月
18
日
㈪
ま
で

応
募
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
都
市
計
画
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
上
旬
か
ら
入
賞
作
品
を
市
役
所
な
ど
で

展
示
予
定
で
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
５
２
０
０
）



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

上福原
住 宅

皆生温泉
四丁目 54R1 203

中層耐火
５ 階 建 3DK 16,000～ 26,500 S54

青 木
住 宅 永 江 55R1 406 中層耐火５ 階 建 3DK 15,700～ 26,100 S55

富 益
住 宅 大 崎 57R2 104 中層耐火４ 階 建 3DK 16,500～ 27,400 S57（老人等優先入居）

堀
住 宅

淀江町
淀 江 202 簡易耐火２ 階 建 3DK 14,100～ 23,400 S58

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方。
●現に住宅に困窮していることが明らかな方。
●米子市税などに滞納がない方。
■老人等優先入居
60歳以上の方、心身障がい者の方は、優先入居（応募者数が
複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件があ
りますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　１日（木）～ 13日（火）　土・日・祝日を除く。
■申込受付場所
建築住宅課（本庁舎２階）、淀江支所地域振興課
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　19日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　６月１日（日）
次回の市営住宅入居者募集期間は６月２日～ 10日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記市営住宅に
比べ収入基準が高く、月収 20万円から 60万1,000円ま
での世帯が対象となります。特定公共賃貸住宅につい
てのお問い合わせは、随時受け付けています。

と き　25日（日）（午前９時～午後３時）
ところ　航空自衛隊美保基地内
■航空機地上展示
　Ｃ-１、ＹＳ-11、　Ｔ-400、ピッツスペシャルなど
■航空機展示飛行
　Ｃ-１、ブルーインパルス、Ｆ-15、Ｆ-２など
■主要装備品展示
　移動式警戒レーダー、
　航空機車輪の作動展
　示など
※天候などの理由によ
り、一部内容を変更す
ることもあります。

自家用車の基地乗り入れはできません。
無料駐車場を飛行場南地区、基地の北・西側に用意
いたします。
無料駐車場と基地の間を、有料シャトルバスを運行
します。
大変混雑しますので、できるだけ公共交通機関をご
利用ください。

■問い合わせ　航空自衛隊美保基地渉外室広報班
　　　　　　　（☎４５－０２１１）

「広報よなご４月号」で、「ステージプログラム」は 5月11日と
お知らせいたしましたが、５月18日にも開催いたします。

裁判所見学会
鳥取地方・家庭裁判所による裁判所見学会が開催さ
れます。
と き　９日（金）午前10時～正午
ところ　鳥取地方・家庭裁判所米子支部（西町）
定 員　30人
申込・問い合わせ
鳥取地方裁判所米子支部庶務課（☎２２－２２０５）



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をご持参ください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H20年１月25日～２月15日生 ５月15日（木）
H20年２月16日～２月29日生 ５月29日（木）
H20年３月１日～３月13日生 ６月13日（金）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。
ツベルクリン（結核検査）はなくなりました。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H19年６月生 １回目の接種を受
けていない方は、下
記の日程で１回目、
２回目を受けてく
ださい。

５月14日（水）

H19年７月生 ６月11日（水）

H19年８月生 ６月24日（火）

H19年９月生 ５月28日（水） ９月10日（水）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、
いくら長くてもかまいません。

有

料

広

告

　

平
成
20
年
４
月
１
日
に
予
防
接

種
法
施
行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
年
長
さ
ん
に
加
え
、
新
た
に

５
年
間
の
措
置
と
し
て
、
中
学
１

年
生
と
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
方
を
対
象
に
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
　

麻
し
ん
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
な
い
お
子
さ
ん
は
、
再
度
予

防
接
種
を
受
け
て
免
疫
を
つ
け
、

感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
た
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。　

　

麻
し
ん
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て

流
行
し
や
す
い
の
で
、
で
き
る
だ

け
４
月
か
ら
６
月
の
間
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く

は
、
お
送
り

し
た
通
知
を

ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

◆　
　

◆　
　

◆

対
象
者

▼
年
長
さ
ん

（
平
成
14
年
４
月
２
日
～
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

年
長
さ
ん
・
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生
の
保
護
者
の
方
へ

麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

▼
中
学
１
年
生

（
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
高
校
３
年
生

（
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

受
け
方

委
託
医
療
機
関
に
個
人
で
予
約

し
て
か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
委
託
医
療
機
関
名
簿
は

個
人
通
知
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

接
種
期
間

４
月
１
日
～
３
月
31
日

費
用　

無
料

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

防
煙
・
禁
煙
・
分
煙

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

み
ん
な
で
「
た
ば
こ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

☆
禁
煙
す
る
人
を
増
や
す
た
め
に
☆

■
と

き　

６
月
１
日
㈰　

午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ　
「
米
子
駅
前
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｙ
」
１
階
玄

関
ホ
ー
ル
・
４
階
市
民
交
流
広
場

■
対
象
者　

禁
煙
を
し
た
い
方
、
た
ば
こ
に
関

心
が
あ
る
方

■
内

容　

専
門
医
に
よ
る
禁
煙
相
談
（
無

料
）、
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
チ
ェ
ッ
ク
、
ニ
コ
チ

ン
パ
ッ
チ
処
方
、
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
測
定
、

パ
ネ
ル
展
示
等

▼
主

催　

世
界
禁
煙
デ
ー
in
米
子
実
行
委
員

会
・
米
子
保
健
所
・
米
子
市



有

料

広

告

妊
婦
一
般
健
康
診
査
費
用
助
成
金
制
度
の
お
知
ら
せ

　

妊
娠
届
を
さ
れ
た
方
に
、
母

子
健
康
手
帳
お
よ
び
妊
婦
一
般

健
康
診
査
受
診
票
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
米
子
市
が
委
託
し
て

い
る
医
療
機
関
（
鳥
取
県
内
の

医
療
機
関
と
島
根
県
・
岡
山
県

の
一
部
の
医
療
機
関
）
で
、
妊

婦
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
受
診
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
検
査
内
容
が
無
料

と
な
り
ま
す
。

　

米
子
市
に
住
民
票
を
置
い
た

ま
ま
長
期
に
里
帰
り
を
さ
れ
る

な
ど
の
理
由
で
、
委
託
医
療
機

関
以
外
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受

診
さ
れ
る
場
合
に
は
、
妊
婦
一

般
健
康
診
査
受
診
票
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
平

成
20
年
度
か
ら
妊
婦
健
康
診
査

に
か
か
っ
た
費
用
を
助
成
す
る

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

県
外
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受

け
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
方

は
、
必
ず
事
前
に
健
康
対
策
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

犬の登録と狂犬病予防注射日程表
（平成 20 年度 補足分）

月 日 場 所 時 間

６月３日（火）

夜 見 公 民 館 午後１時30分～１時50分

富 益 公 民 館 午後２時～２時20分

和 田 公 民 館 午後２時40分～２時55分

彦 名 公 民 館 午後３時10分～３時30分

６月４日（水）

就 将 公 民 館 午前９時30分～９時50分

義 方 公 民 館 午前10時10分～10時40分

大 和 公 民 館 午後２時30分～３時

淀 江 公 民 館 午後３時20分～３時40分

６月５日（木）

五 千 石 公 民 館 午前９時30分～９時50分

永 江 公 民 館 午前10時～10時15分

尚 徳 公 民 館 午前10時25分～10時50分

住 吉 公 民 館 午後１時30分～２時

加 茂 公 民 館 午後２時15分～２時45分

６月６日（金）

福 米 東 公 民 館 午前９時30分～９時50分

福 米 西 公 民 館 午前10時～10時20分

福 生 西 公 民 館 午前10時35分～10時50分

福 生 東 公 民 館 午前11時05分～11時25分

県 公 民 館 午後１時30分～１時45分

啓 成 公 民 館 午後２時10分～２時25分
■料 金　初めて登録する犬…5,950 円
　　　　　登録済みの犬…2,950 円
☆生後３か月以上の犬を飼っている方は、登録と年１回の予防注射を
　することが法律により義務付けられています。
☆すでに登録されている方は犬の登録証を必ずご持参ください。
☆犬に首輪を必ずつけ、注射のときに犬をおさえる
　ことができる方が連れてきてください。
☆犬の状態（興奮、暴れるなど）によって、予防注
　射ができない場合もあります。
☆動物病院でも同じ料金で予防注射ができます。その場合は、獣医師
　の発行した証明書を持って、健康対策課か、淀江支所市民生活課に
　おいでいただき、注射済票の交付を必ず受けてください。



◆
春
の
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
大
会

３
日
㈯
、
４
日
㈰
、
５
日
㈪
、
６
日

㈫
「
さ
わ
っ
て
み
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
目
か
く
し
体
験
や
点
字
コ
ー

ナ
ー
、
は
て
な
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
、
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
！

◆
春
の
バ
ラ
展（
共
催
・
米
子
バ
ラ
会
）

17
日
㈯
、
18
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
館
内
外
で
バ
ラ
の
香
り
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
「
歌
い
残
し
た
い
日
本
の
歌
」

　

募
集
中
！

米
子
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
講
師
の

方
々
や
保
護
者
会
の
協
力
に
よ
り
、

歌
い
残
し
た
い
日
本
の
童
謡
・
唱
歌

を
募
集
中
で
す
。
童
謡
・
唱
歌
を
２

曲
と
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
日
本

の
歌
１
曲
、
年
齢
、
性
別
を
書
い
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
35
―
４
１
７
５
）
か
は
が

き
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
希
望
の
多

か
っ
た
歌
を
合
唱
団
が
定
期
演
奏
会

や
童
謡
講
座
な
ど
で
歌
い
ま
す
。

締
切
…
31
日
㈯

応
募
先
…
〒
６
８
３
―
０
８
２
６

米
子
市
西
町
１
３
３　

米
子
市
児
童

文
化
セ
ン
タ
ー
「
日
本
の
歌
」
係

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
今
夜
見
え
る

星
空
と
星
座
物
語
（
か
ら
す
座･

か

み
の
け
座
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
３
０
０
円

◆
天
体
観
測
会
「
土
星
を
み
よ
う
」

31
日
㈯
午
後
７
時
30
分
～

対
象
・
ど
な
た
で
も
可
、
20
組
。
無

料
。
17
日
㈯
か
ら
電
話
受
付
。
雨
の

場
合
は
星
の
話
を
し
ま
す
。

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

14
日
、
21
日
、
28
日
㈬
午
前
10
時
30

分
か
ら
は
０
～
１
歳
半
、
11
時
10
分

か
ら
は
１
歳
以
上
対
象
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

11
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分
。
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。対
象
・

幼
児
か
ら
。

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

　
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

作
っ
て
遊
べ
る
工
作
、

昔
遊
び
や
わ
ら
べ
う

た
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
『
お
お

ぞ
ら
号
』
に
満
載
し

て
出
か
け
ま
す
。

◆
ク
ラ
ブ
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

く
わ
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

い
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w

w
.yonagobunka.net/jibun/)

で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

７
日
、
８
日
、

　

９
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

●
開
館
日
は
、
施
設
の
使
用
申
請
が

あ
れ
ば
有
料
で
午
後
10
時
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
自
然
観
察
会
「
春
の
米
子
水
鳥
公

園
ク
イ
ズ
大
会
！
」

６
日
㈫
ま
で
・
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
・
申
込
不
要
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
集
合
：
水
鳥
公
園

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

※
園
内
10
か
所
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。

得
点
別
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
か
わ
い
い
鳥

の
帽
子
を
作
ろ
う
！
」

６
日
㈫
ま
で
・
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
の
間
で
い
つ
で
も
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
会
場
：
水
鳥

公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

※
大
き
な
模
造
紙
で
、
す
っ
ぽ
り
か

ぶ
れ
る
鳥
の
帽
子
を
作
り
ま
す
。

◆
み
ど
り
の
日
記
念
企
画
「
水
鳥
公

園
一
周
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
」

４
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
正
午
・
申

込
不
要
。
元
気
に
歩
け
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
水
鳥
公

園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
集
合

※
普
段
は
入
れ
な
い
野
鳥
の
聖
域
を

一
周
し
て
春
を
観
察
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
の
日
記
念
企
画
「
ど
ん
ど

ん
昇
る
鳥
の
お
も
ち
ゃ
作
り
」

５
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午
・
小
学
生

以
上
対
象
・
先
着
20
人
。
要
予
約
。

会
場
…
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

※
二
本
の
ひ
も
を
交
互
に
引
っ
張
る

と
上
に
昇
っ
て
い
く
鳥
の
オ
モ
チ
ャ

を
作
り
ま
す
。
泣
く
子
も
黙
る
、
人

気
の
お
も
ち
ゃ
で
す
。

◆
愛
鳥
週
間
記
念
企
画
「
か
わ
い
い

鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
ろ
う
！
」

10
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午
・
小
学
生

以
上
対
象
・
先
着
20
人
。
要
予
約
。

会
場
…
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
・
材
料
費
１
０
０
円

※
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
と
固
ま
る
粘
土

で
お
気
に
入
り
の
鳥
を
つ
く
り
、
か

わ
い
い
ブ
ロ
ー
チ
に
仕
上
げ
よ
う
。

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
３
０
０

円
が
必
要
で
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

●
５
月
の
休
園
日

　

毎
週
火
曜
日
、
７
日

　
（
た
だ
し
、
６
日
は
開
館
）

施設の催し児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

米
子
水
鳥
公
園

有

料

広

告



◆
米
子
市
美
術
館
常
設
展
Ｉ

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
名
所
め
ぐ
り 

山
陰
三
十
六
景
＆
東
都
三
十
六
景
」

５
月
３
日
㈯
～
６
月
１
日
㈰ 

（
水
曜

日
休
館
）

▼
観
覧
料　

一
般
３
１
０
円
、高
校
・

大
学
生
１
５
０
円

※
15
人
以
上
の
団
体
は
50
円
割
引

※
中
学
生
以
下
の
方
、
70
歳
以
上
の

方
、
障
が
い
の
あ
る
方
（
介
護
者

１
人
含
む
。）、
米
子
市
美
術
館
後
援

会
々
員
の
方
は
無
料

▼
関
連
事
業

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

10
日
㈯
、
24
日
㈯
午
後
２
時
～

◆
第
１
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ク
ー
ル

　
「
美
術
上
映
会
」

「
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン 

～
私
は

贅
沢
が
好
き
～
」、「
モ
デ
ィ
リ
ア
ー

ニ 

～
瞳
の
な
い
肖
像
画
～
」

11
日
㈰
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30

分
・
第
５
展
示
室
・
参
加
無
料
・
定

員
40
人
程
度
・
申
込
不
要

◆
第
48
回
米
子
市
美
術
展
覧
会

▼
会
期　

６
月
13
日
㈮
～
21
日
㈯

▼
出
品
部
門　

洋
画
・
日
本
画
・
書

道
・
写
真
・
工
芸
・
彫
刻

▼
出
品
資
格　

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、市
内
の
学
校
に
通
学
の
方
、

市
内
の
美
術
団
体
に
所
属
し
て
い
る

方
の
い
ず
れ
か
に
限
り
ま
す
。（
中

学
生
以
下
は
除
く
。）

▼
搬
入
日　

６
月
８
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時

◆
搬
入
場
所　

米
子
市
美
術
館

●
開
館
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

◆
企
画
展
「
米
子　

い
ま　

む
か
し

―
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
記
録
」

明
治
時
代
か
ら
昭
和
時
代
の
米
子
の

ま
ち
な
み
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
期　

２
日
㈮
～
６
月
２
日
㈪

▼
会
場　

第
２
展
示
室

◆
民
話
の
へ
や

　
（
共
催
・
ほ
う
き
民
話
の
会
）

18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

20
分
・
２
階
「
い
ろ
り
の
間
」・
民

話
４
話
（
身
代
の
あ
が
る
話
・
天
人

女
房
・
お
お
か
み
の
眉
毛
・
お
絹

さ
ん
と
猿
）、
民
具
ひ
と
く
ち
解
説

（
川か

わ
か
み
み
ち
ひ
こ

上
廸
彦
さ
ん
）

◆
第
５
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

安や
す
だ田
彰あ

き
らさ
ん
に
よ
る
筝
演
奏
会

23
日
㈮
午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時

30
分
、
参
加
費
５
０
０
円
（
コ
ー

ヒ
ー
、
お
菓
子
つ
き
）、
定
員
65
人

※
前
売
券
が
必
要
で
す
。
山
陰
歴
史

館
で
販
売
中
。
当
日
券
な
し
。

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

　
（
た
だ
し
、
６
日
は
開
館
）

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
体
験
学
習

　
「
勾ま

が
た
ま玉

・
石
包
丁
づ
く
り
」

２
０
０
０
年
前
の
人
々
が
使
っ
た
勾

玉
（
首
飾
り
）
や
石
包
丁
（
米
の
収

穫
具
）を
滑
石
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
・
勾
玉
づ
く
り
…
午
前

10
時
～
正
午
、
石
包
丁
づ
く
り
…
午

後
２
時
～
４
時
・
児
童
対
象
（
４
年

生
以
下
の
児
童
は
保
護
者
同
伴
）・

定
員
…
各
回
10
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。）・
参
加
費
…
そ
れ

ぞ
れ
３
０
０
円
（
材
料
代
な
ど
）

※
申
込
先
…
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館

（
☎
22
―
７
１
６
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―

７
１
６
０
）・
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

　
（
た
だ
し
、
６
日
は
開
館
）

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
つ
つ
じ
読
書
会

６
月
７
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫

室
・
菊き

く
ち池
秀ひ

で
あ
き明
著
（
講
談
社
）「
中

国
の
歴
史（
10
）ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー

と
近
代
中
国
」〔
前
半
〕

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

☆
16
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◆
伯
耆
文
化
研
究
会
５
月
例
会

17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
・
大
会
議
室

「
伯
耆
国　

法
勝
寺　

地
名
の
由
来
」

…
入い

り
ぐ
ち口　

睿あ
き
ら

さ
ん
、「
出
土
資
料
か

ら
見
た
備
前
焼
の
流
通
」
…
佐さ

え
き伯

純じ
ゅ
ん
や也
さ
ん

◆
古
文
書
研
究
会

24
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
・
大
会
議

室「
心
学
奥
の
桟

か
け
は
し」

…
福ふ

く
し
ろ代　

靖や
す

さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

「
特
許
相
談
会
」

14
日
㈬
・
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
・
特
設
文
庫
室

「
知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
」

25
日
㈰
・
午
後
２
時
～
・
大
会
議
室

「
特
許
情
報
相
談
会
」

28
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
・
特
設
文
庫
室

◆
６
月
か
ら
の
開
館
時
間
の
延
長

６
～
９
月
の
間
、
金
曜
日
の
開
館
時

間
を
午
後
８
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
４
日
、
31
日

山
陰
歴
史
館

市
立
図
書
館

米
子
市
美
術
館

有

料

広

告



水鳥公園からのたより

カワラゴミムシ

新米子の文化財
荒
あ ら

尾
お

家
け

墓
ぼ

所
し ょ

附
つけたり

位
い

牌
は い

　　市指定史跡　
　黄

おうばくしゅう

檗宗の祥光山了
りょうしゅんじ

春寺は、鳥取藩主席家老であった米子荒尾氏の菩提寺です。
江戸幕府は池田光仲が鳥取城主となった際、荒尾成利を米子城預かりとするよ
う命じました。その後、代々荒尾氏が米子城主として実質的に米子を治めてい
ました。
　了春寺は、中海の亀島（現湊山公園内）にありましたが、宝永年間（1704 ～
11年）に現在の場所に移されました。寺の北側に荒尾家歴代の墓と家臣の献灯
があります。成利の墓碑は鳥取市の興禅寺にあり、了春寺には墓域のみが設け
られています。2代成直以降の歴代米子城主の荒尾家の墓碑が建ち並んでいます。

２代成直（祥光院殿）、３代成重（了春院殿）、４代成倫（本源院殿）、
５代成昭（英智院殿）、６代成昌（俊徳院殿）、７代成熈（聴徳院殿）、
８代成尚（謙徳院殿）、９代成緒（泰智院殿）、11代成富（在原朝
臣荒尾成富）、12代成文（在原朝臣荒尾成文）、13代之茂（松柏院殿）
の各碑です。また寺には荒尾家の位牌もまつられています。

　墓所は常時見学可能です。位牌を見学希望の方は、あらかじめ了春寺
（☎３４－４０１８）までご連絡ください。
　JR境線「博労町」下車、徒歩３分。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　５月中旬に、地元の中学校の職場体験学習の一環で、中学生たちと一緒にネイチャーセンターの正面で草むしりをして

いたところ、私が引き抜いた草の根っこあたりから、ぽろりと虫が転がり落ちました。はじめは、草むらに普通に見られ

るヒメカメノコテントウという虫かと思いましたが、それよりも少し大きく、走り方も違いました。なんとなく気になっ

たので、その虫を拾ってプラスチックケースに入れておきました。そして、草むしりが終わってから、この虫を虫眼鏡で

くわしく観察してみました。すると、これまでに見たことが無い、奇妙な姿をしていました。

　この虫は、体長は６ミリ程度で、錠剤のような丸くて扁平な体をしてい

て、きらきらと緑色の金属光沢がありました。そして、脚は細長く、すば

やく地上を走ります。何よりも印象的だったのは、鋭くて大きな牙（大あご）

がある、いかにも獰
ど う も う

猛そうな顔つきです。

　これらの特徴から、私が知っている虫の中で一番似ているのは、ハンミョ

ウかゴミムシの仲間でした。そこで昆虫図鑑でゴミムシの項目を調べたと

ころ、カワラゴミムシという昆虫であることが分かりました。

　図鑑によると、この虫はカワラゴミムシ科に分類されていて、日本でこ

の科に属する昆虫は、このカワラゴミムシ 1 種しかいないという、特異な

虫であることが分かりました。このように、私は水鳥公園で水鳥の住みかの管理作業中に、いろいろな生き物と出会います。

皆さんも、注意してお庭のお手入れや畑仕事をしていると、このような面白い生き物と出会えるかもしれません。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成20年４月 1 日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,468人 ( －615人)　男性 71,462人 ( －349人)　女性 79,006人 ( －266人)　世帯数 61,707世帯 ( －88世帯)
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